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碧南市民病院では、Ｈ28年より「地域包括ケア病棟」を開設しています。

急性期治療が終了した患者さんの在宅復帰支援、在宅療養されている方の

体調を整える支援を行っています。
●　一般病棟（２階東、２階西、３階、４階東、４階西、５階東病棟　計２１０床）
　　　　　　　　　　主に急性期治療の提供を目的とした病棟

●　地域包括ケア病棟（５階西病棟　計４５床）
　　　　　　　　　　安定した病状の方の在宅復帰支援を目的とした病棟
　【　対象になる方　】

　・　急性期の治療は終了したが、経過観察や在宅復帰支援が必要な方

　・　在宅医から要請がある方

· 在宅で常時、医療機器（人工呼吸器、酸素、吸引器等）が必要で医療、看護の

必要度が高い方

· 介護が常時必要であるが、介護保険でショートステイが使えない方

· 緊急性はないが、処置や服薬調整など身体を整える必要がある方
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入院中は、病状の程度やリハビリテーションの必要性によって、他の医療機関や施設等
（例えば、リハビリテーションを主に行う回復期リハビリテーション病院や長期療養型病院、または介護施設等）への転院や退院をお勧めする場合もあります。

地域包括ケア病棟のご相談は、“患者サポート室”が承ります。
入院中の方は、主治医、病棟看護師に、ご相談ください。

　　　　　　　　　　碧南市民病院　患者サポート室　　TEL：0566-48-5050（代表）

FAX：0566-46-3774
地域包括ケア病棟とは　　　　　　　　　　　　　　
急性期の治療が終了し、症状が安定した患者さんに対して、自宅や介護施設への復帰に
向けた診療、看護、リハビリなどを行うことを目的とした「在宅復帰支援のための病棟」です。また、在宅療養中の患者さんで一時的に在宅療養が困難になった場合にもご利用いただけます。



受け入れ対象となる方　　　　　　　　　　　　　　
１　急性期治療を経過し、病状が安定している患者さんで以下に該当する方

①　急性期治療が終了し、在宅復帰に向けて、もう少し経過観察が必要な方

②　症状が安定し、在宅復帰に向けて、リハビリテーションが必要な方

③　在宅での療養準備が必要な方
※　地域包括ケア病棟の入院期間は、病状等にあわせ、医師が判断しております。
　※　リハビリテーションにつきましては、地域包括ケア病棟で、医師・リハビリスタッフが
　　　病状等を評価した上で、判断させていただきます。

２　在宅療養中で一時的に入院が必要な方（在宅支援入院）
　

　　　高齢者（７０歳以上）の方は、月の医療費の患者負担額の上限が定められています。
一般病棟の場合と負担額の上限は変わりません。
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